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平成 21年 3月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

近の業績の動向などを踏まえまして、平成 20年 11月 14 日の第２四半期決算発表時に公表いたしました平

成 21 年 3月期（自 平成 20年 4月 1日 至 平成 21年 3月 31 日）の通期の連結・個別業績予想（以下「前回

発表予想」）を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

１． 業績予想の修正 

 

(1)平成 21年 3月期 通期連結業績予想数値の修正 

（自 平成 20年 4月 1日 至 平成 21年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成20年11月14日発表） 
99,000 700 200 △ 1,850 △ 50.27

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 93,000 △ 1,200 △ 2,100 △ 3,700 △100.54

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 6,000 △ 1,900 △ 2,300 △ 1,850 －

増 減 率（％） △   6.1 － － － －

（ご参考） 

前 期 実 績 

（平成 20年 3月期） 

95,278 908 △   102 △ 2,495 △ 66.97

前 期 比 増 減 率（％） △   2.4 － － － －

 

(2)平成 21年 3月期 通期個別業績予想数値の修正 

（自 平成 20年 4月 1日 至 平成 21年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成20年11月14日発表） 
87,000 1,700 1,800 300 8.15

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 82,000 400 100 △ 1,500 △ 40.76

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 5,000 △ 1,300 △ 1,700 △ 1,800 －

増 減 率（％） △   5.7 △  76.5 △  94.4 － －

（ご参考） 

前 期 実 績 

（平成 20年 3月期） 

82,714 2,185 1,931 △   680 △ 18.26

前 期 比 増 減 率（％） △   0.9 △  81.7 △  94.8 － －

 

 



(3)修正の理由 

当第３四半期（３ヵ月）における当社グループ主力製品の窯業系外装材の業界全体の国内出荷数量は、前

年同期比 0.4％の減少となり依然として縮小傾向が続いているうえ、同製品の主要マーケットであり先行指

標でもある戸建住宅の新設着工戸数は、同期間において前年同期比 9.8％の減少となるなど、さらなる市場

の縮小が予想されます。今後の見通しにつきましても、米国・欧州を中心とした世界的な金融危機の深刻化

や景気後退の長期化懸念から、先行き不透明感がますます強まっております。 

このような状況下、当社グループにおいては、国内窯業系外装材事業の当第４四半期（３ヵ月）における

販売数量は、景況の悪化や価格面を中心とした販売競争の激化などから、当第３四半期までの９ヵ月の販売

数量の未達をカバーしきれず、通期の販売数量は前回発表予想を下回ると予想されます。 

 一方、損益面でも、上記の販売数量の未達の影響が大きく、前回発表予想を下回ると想定されます。また、

個別業績予想において、当第４四半期の前提為替レートは前回発表予想の１米ドル 100 円から 90 円に変更

しましたため、米国子会社宛米ドル建融資に係る為替差損は前回発表予想を上回るものと想定しております。 

以上から連結、個別ともに売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が前回発表予想を下回ると予想して

おります。 

 

以上 


